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兵庫県からのコガタセマルガムシの記録

檀野将平
セマルガムシ属 Coelostoma Brullé はガムシ科ハバビ

ロガムシ亜科に属する水生甲虫である．日本では 5 種
が知られ，兵庫県からはセマルガムシC. (Holocoelostoma) 
stultum (Walker, 1858)とヒメセマルガムシC. (Coelostoma) 
orbiculare (Fabricius, 1775) の２種が確認されている（森 , 
2017）．筆者はこれまで県内で記録のなかったコガタセ
マルガムシ Coelostoma vitalisi d'Orchmont, 1923 を兵庫県
姫路市にて採集したので報告する．

本 種 の 国 内 で の 記 録 は 愛 知 県（ 林 ら , 2013; 林 , 
2015）， 山 口 県 ( 相 本 , 2017)， 福 岡 県 (Minoshima, 
2017)，高知県 ( 伊東 , 2021)，岐阜県 ( 川村ら , 2021)
が報告されている．

本種は周囲を雑木林に囲まれた山すその染み出し水
によりできた浅い湿地帯 ( 図２) と，林縁沿いの水田地
帯にある休耕田の水たまりの水際から確認された．林内

図１．兵庫県産コガタセマルガムシ雄
( 右：背面、左：交尾器 )

図 2．生息地

の湿地帯では本種のみが多数確認され，水田地帯では，
セマルガムシと混生しており，数はセマルガムシが圧倒
的に多く，本種の数は少なかった．

【採集記録】

兵庫県姫路市 , 3exs, 27- Ⅷ -2023; 9exs, 17‐Ⅸ -2023 

いずれも筆者採集

最後に本種の分布に関する文献をご提供いただきま
した森正人氏に厚くお礼申し上げる．
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